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　　　　　　ロ”一尺ご’り②

文
化
と
経
済
の
交
流
促
進
を
期
待
し
て

嘗
忌
、

い開通を祝いました。　　　　　　　　　　　　　　　　鴫

　この路線は、宮崎～熊本両県を結ぶ大変重要な路線で1
あり、また周辺地域の人々にとってはいろいろな場面で日常’

生活を支える生命線ともいうべき道路です。

　中でもこの田口原・中水流間は、これまで落石や道路崩

壊等によりたびたびの通行規制を余儀なくされ、多方面に

渡り大きな障害となってきた区間でありましたが、この状況

も解消され、今後この路線が文化・経済の交流促進に大き

な役割を果たすと期待されています。
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1）全体延長
2）幅　　　員

3）事業年度
4）全体事業費

5）主要構造物

1，970m（黒松・立岩間含む

8．0～10．Om

平成6年度～平成15年度

19億2，300万円

中水流橋　　　97，7m

田口八ッ山回　86．3m

立岩橋　　　　26．7m
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こ
こ
数
年
の
情
報
通
信
技
術
（
I

T
）
の
目
覚
し
い
発
展
は
、
都

市
と
地
方
と
の
交
流
促
進
、
又

．
は
地
域
住
民
へ
情
報
発
信
を
図

る
上
で
重
要
な
手
段
と
な
り
ま

し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
平
成

13

N
9
月
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
運
用
を
開
始
し
町
内
外

に
情
報
発
信
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
高
ま
る
ニ

ー
ズ
を
踏
ま
え
こ
の
度
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

【
概
要
】
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
フ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
、

デ
ジ
タ
ル
要
覧
、
統
計
情
報
及

び
観
光
情
報
誌
の
公
開
。

鍛
ら
執
ゑ

ら
噸
£
一

匪（：ONτENτ

鞘組鳶。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係（⑲3901まで〉
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3
月
1
9
日
（
金
）
、
町
総

　
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
「
第

　
　
7
回
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

　
　
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

会
た
．

　
　
大
会
に
は
、
1
2
3
名
が

大
フ
鴻
直
垂
籏
豫

ル
た
・

一
」
　
　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

ド
り
で
す
。

義
曝
窺
雛
型

ラ
野
内
）

ク
第
4
位
－
今
村
重
言
鶴
野
内
）

季
第
5
位
：
福
谷
ヤ
ツ
子
（
鶴

　
野
内
）

春　第
6
位
：
柳
田
佐
敏
（
小
野
田
）

　
第
7
位
：
橋
口
　
健
（
寺
判
）

　
第
8
位
：
黒
木
敦
美
（
越
表
）

　
第
9
位
：
甲
斐
サ
ツ
キ
（
坪
谷
）

　
第
1
0
位
：
黒
木
初
子
（
迫
野
内
）

　
　
西
南
戦
争
か
ら
太
平

露盤
騨
藁
働
藩

同
和
寺
忠
魂
碑
の
前
に
て
・

合
磯
と
沓
の
参
列
の
下

灘
戦
没
者
合
同
追
悼
式
が

没
し
め
や
か
に
執
り
行
な

戦
わ
れ
ま
し
た
・

し

γ
へ
、
，
、

山陰郵便局が移転新築完成

螺
レ

　
こ
の
ほ
ど
、
山
陰
郵
便

局
が
東
郷
町
国
民
健
康
保

険
病
院
前
に
移
転
新
築
さ

れ
、
3
月
末
か
ら
営
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
局
舎
は
、
木
造

平
屋
造
り
で
、
冠
岳
の
あ

る
風
景
と
も
マ
ッ
チ
し
て

落
ち
着
い
た
建
物
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
大
き
な
シ
ン
ボ
ル
サ
イ

ン
も
設
置
さ
れ
わ
か
り
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

鵬
さ
鎚
酪
譜
詳

O
o
o
山
口
同
森
文
夫
元
町
長
の
要

作
請
に
よ
り
作
詩
し
、
三

の
百
年
忌
の
盆
お
ど
り
に

等
奉
唱
さ
れ
た
「
山
陰
白

老
海
曹
三
夏
熱
く
ど
き
」

ど
を
は
じ
め
「
山
陰
百
姓

く
　
一
揆
三
百
年
供
養
の
歌
」

忌
　
「
山
陰
百
姓
一
揆
盆
供

年
養
音
頭
」
の
三
作
品
を

百
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

■二

@
い
ず
れ
の
作
品
も
、

揆
自
作
の
詩
文
を
毛
筆
で

酷
蝶
b
鋸
耀

陰
山
ロ
同
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず

山
相
当
な
情
熱
を
持
っ
て

「
完
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
訟
石
睦
一
最
三
5
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ξ

民
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欝雛力
笠籍野1

鰻榊

継
雌唇引
縫
i

　
　
　
3
月
2
8
日
（
日
）
「
道

　
　
の
駅
と
う
こ
う
」
イ
ベ

　
　
ン
ト
広
場
に
お
い
て
、

覗
瀟
麟
灘
膓

い
秋
に
行
わ
れ
て
い
る
も

わ
の
で
・
今
回
は
囎
店
舗

ミー
》
の
出
店
が
あ
り
、
衣
類
、

わ
生
活
雑
貨
、
お
も
ち
ゃ

回
な
ど
た
く
さ
ん
の
品
々

5
が
並
べ
ら
れ
、
家
族
連

鈍
れ
な
ど
が
値
段
の
交
渉

　
　
を
し
な
が
ら
買
い
物
を

　
　
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で

　
　
し
た
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進｛系⑲3901まで〉



　　　　　　　　⑤鵜8ご’，

6月1日は、r人権擁護委員の日』です

　全国人権擁護委員連合会では、6月1日を『人権擁護委員の

日』と定め、この日を中心として皆さんとともに一層の人権尊重

思想の啓発に努めることにしています。　　　　　　　　　1

　本町には、町長から推薦されて、法務大臣が委嘱した次の…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨人権擁護委員がいます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　人権問題や困りごとでお悩みの方は、お近くの人権擁護委…

員にお気軽にご相談ください。　　　　　　　　　　　　　…

　人権擁護委員　海野俊男（越　表）　TEL69－7206

　　　　　　　　伊東征男（鶴野内）　TEL69－2531

　　　　　　　　黒木典子（小野田）TEL69－2488

　　　また、次の日程で「特設人権相談所」を開設します。

　　お気軽にご相談ください。

　　●日　時　5月！3日（木）10：00～15：00

　　●場　所　東郷町社会福祉協議会

　　●担当者　人権擁i護委員及び法務局職員

麺
介
し
轟
騨

　
先
の
3
月
議
会
で
、
越
表
の

海
野
俊
男
さ
ん
が
人
権
擁
護
委

員
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
（
再
任
）

『F 4」」ρ
妙
曲

四。四一

忍
人

の
ド鐸。

　
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
、

宮
崎
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　
納
税
者
の
方
は
、
必
ず
5
月
3
1

日
（
月
）
ま
で
に
、
お
近
く
の
金

融
機
関
、
県
税
事
務
所
で
自
動
車

税
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
者
の
方
の
た
め
に

使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、

5
月
3
1
日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
ば
】
　
日
向
県

税
事
務
所
　
T
E
L
O
9
8
2
（
5

2
）
4
1
4
8

ノ
．

5
凋
獄
自
動
車
税
を

驚
雌
葺
で
す

時
折
に
止
ま
る
い
び
き
の
気
に

な
り
て

眠
り
の
浅
き
夜
更
け
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

荒
磯
に
リ
ズ
ム
良
き
音
残
し
つ
つ

昼
の
港
へ
舟
帰
り
来
る

　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

大
根
を
ひ
き
つ
つ
畑
に
思
い
だ
す

健
や
か
な
り
し
父
の
面
影

　
　
　
　
　
　
　
若
藤
美
智
子

雨
漏
の
な
き
が
取
り
柄
の
吾
が
家
に

残
る
命
を
生
き
て
ゆ
く
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

さ
ま
ざ
ま
な
一
年
を
心
に
思
ひ
つ
つ

ビ
ー
ル
の
栓
を
夕
べ
は
抜
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

散
る
櫻
残
る
櫻
も
散
る
櫻

老
友
の
霊
に
か
く
祈
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

久
々
に
帰
り
し
鈴
鹿
市
の
駅

新
し
西
の
出
口
に
団
地
広
が
る

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

春
と
な
る
細
か
き
雨
に
佗
助
の

蕾
よ
う
や
く
綻
び
始
め
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

吾
に
手
を
貸
す
娘
は
遠
く
住
む

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

風
邪
に
臥
す
吾
に
友
の
夫
の
卦

報
届
き

言
葉
す
く
な
き
夕
べ
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

す
さ
み
ゆ
く
世
相
さ
び
し
き
明

け
暮
れ
に

今
宵
十
五
夜
の
月
の
明
る
し

　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

白
内
障
の
目
癒
へ
よ
と
娘
の
く
れ
し

く
ろ
胡
麻
妙
り
て
粉
を
ひ
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

浅
利
飯
が
こ
こ
の
自
慢
と
い
う

温
泉
場

沖
ゆ
く
海
豚
の
湯
船
よ
り
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

吾し老
にきい

人三七
に邪は
及
ば
ぬ
を
幸
い
と
す
る

　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

母
の
白
髪
染
め
に
手
を
貸

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

潮
騒
の
聞
こ
ゆ
る
浜
に
ひ
と
り
来
て

砂
を
枕
に
風
の
音
さ
く

　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

鯉
は
浮
き
牛
は
よ
ろ
め
く
鳥
の

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

　　　　　　　班拶ど弓ご’り④

平成16年4月1日現在（119名）
東郷町職員配置一覧表

課 課・所・局長 補　　佐 主　　幹 係　名 係　　長 課　　　　　　　　　　　員 総数

総　務 廉）福田幸一
（田塩月嬰　㈲星野真由美　井本哲也　那須めぐみ．兼、若杉健司

財　政 黒木升男 東村光教 ll

総
　
　
　
務

矢野　続

福田幸一

O浦練一

消防交通 ：兼：三浦練一 ㈱東村光教

管　財 ㈱三浦練一
（田池田正信　査若杉健司
i廿里村光教

企画調整 ㈱黒木孝利 〔査｝長友久美

商工観光 寺原君保 劇佐藤喜一郎
情報推進 （兼〉三浦元生 佐藤喜一郎　：兼｝長友久美企

画
調
整

海野誓生 黒木孝利 三浦元生
市町村
√ｹ対策

：兼｝黒木孝利

（兼）三浦元生　（兼）長友久美　査）山口佐知男　廉〉寺

ｴ政志　胸海野茂実　1：兼）三浦信代　閑池田慶子

求j一政多栄子　㈱海野雅彦　（兼幅田幸一　兼寺

ｴ映子　㈱川村初美　（兼）糸平和紀

6

課　税 ㈱海野雅彦 中野由加里　（兼）片江豊春　（兼）濱地貴志
税
務

甲斐まち子
海野雅彦

A野浩人
固定資産 ㈱植野浩人 厚地貴志　劇中野由加里 8

地　籍 西田宗吉 海野靖幸　高森　洋

住民年金 劇中谷　敏
矢野隆博　新名麻美
�寺原政志廉）片江豊春劇菊池大輔（兼佐藤秀明住

　
　
民

中谷　敏 寺原政志 山床貞雄 国民鹸保険 ㈲定床貞雄 園片江豊春　荒戸白衣　菊池大輔 10

環　境 （兼）寺原政志 （兼）吉田健二　1〔兼）佐藤秀明

水　道 吉田健二 佐藤秀明

保　健 ㈱一政多栄子
（査〉柴田和恵　（査）斧　由美

k兼）阿萬富子襯橋本シマ子㈱三原真琴㈱神井美香

福　祉 〔兼1梅野真里 （査）矢野澄代　那須幹夫保
健
福
祉

吉田重一

阿萬富子

ｴ本シマ子

齔ｭ多栄子

O輪千穂

C野真里

介護保険 若林里美
稲田智代美
葛ｴ本シマ子牛三輪千穂諌、柴田和恵：兼｝荒戸架衣
i兼）神井美香

12

在宅介護 ㈱三輪千穂 蘭稲田智代美

農　政 〔兼仙口佐知男 （査）黒木秀明（査）寺田政彦（査）川越康幸　中田　宏農
林
振
興

平野宇市
山口佐知男

e池輔弘
清水昭生 林　政 兼：清水昭生 矢野貴之

ll

工　務 薫菊池手手 （査）黒木郁志　黒木義人　㈱池田正信

管　理 小林英明 ㈱池田正信
建
　
設

用　　地 ㈱海野茂実 ㈱小林英明
椎田幹男

海野茂実

刹ﾊ　明 土　　木 松尾昇一 直野将司　閑児玉　明
6

建　築 ㈱児玉　明

事　務 ㈲三浦富美老
人
ホ
ー
ム

海野修一 池田慶子 介護職員 （田塩月睦美（任）白川和代㈱川口美子（任）是澤千里
11

給　食 佃直野廣代（任）高橋亜紀子舶横田由美（査丁田陽子

事　務 （査）糸平和紀

医療技術 三原真琴　神井美香東
郷
病
院

三浦正教
i医師）

鞨_正人
A田和英
纉｡敏之
哩i賢也

井川幸雄
�艪竄ﾂ子

竝阨ｶ重
ﾂ山恵子
n原ひとみ

r口美都代

看　護

㈲中村まり子　（査）黒木美千代　（査〉児玉洋子

囃r田かおり　㈲原田夏美　㈲伊藤貴久子

笈苳V上剛士　㈲黒木隆紀　戸高陽子　稲田　恵

@幸崎純子

24

i25）

出納 会　計 寺原映子 ㈲松木敦美 2

議会 山田重 ㈲川村初美 2

農委 （坪野 庶務農地 松掛芳美 1

繍学校教育 1詞三浦信代 佃川崎米加　1渣）伊藤浩二

三浦信代 生涯学習 三浦浩司
倒海野美穂　小林潤司　（社指）黒木幸男　（社掴岩見

�緕q　（国際交韻）サラ・マリエイ・ホール

文化振興 若藤公生 （査）甲斐智栄子　三川二二　（社指）河野　充
14

i19）

教
去
目
壷
口
貝
△
耳

川越　洋
（園長）

ｾ田演三

H藤厚子

幼稚園

（寺口）林恭子

ﾂ郷）橋口洋子

i坪谷）

轄H藤厚子

（査）鎌田恵智子

鯵 ㈱川越洋 仁田優子 調　　理 1

◎退職（3月30日付）　荒砂建一（教育次長）、矢野昌明（総務課長）、黒木勝巳（総務課主任技術員）、赤木ツヨ子（保健福祉課課長補佐）、平野久榮（企画調整課主幹）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係（⑲3901まで〉
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　　　灘旛留日前投票興野
～従来の名簿登録地の市区町村における不在者投票に替わる制度です～

　今年は、任期満了に伴う「第20回参議院議員通常選挙」が実施されます。そこで今月号では、昨年12月1日に改正施

行された公職選挙法の中の「期日前投票制度」について説明します。

‘
『
‘

’
”
1
1
．納

穆lIU
鰹認

醸
■

　「期日前投票制度」とは？

　　選挙は、選挙期日（投票日）に投票所において投票することを原則としていますが、期日前投票制度は、選挙期日前

　であっても選挙期日と同じく投票を行うことができる仕組みです。（つまり、投票用紙を直接投票箱に入れることがで

　きます。）

　対象となる投票
　　従来の不在者投票のうち、名簿登録地の市区町村の選挙管理委員会で行う投票が対象となります。

　投票対象者
　　選挙期日に仕事や用務があるなど従来の不在者投票事由に該当すると見込まれるものです。したがって、投票の

　際には、従来の不在者投票と同じく一定の事由（現行の不在者投票事由と同じ）に該当すると見込まれる旨の宣誓書

　の提出が必要となります。

一投票期間

　　選挙期日の公示日又は告示日の翌日から選挙期日の前日までの問です。この点、従来の不在者投票の投票期間（選

　挙期日の公示日又は告示日から選挙期日の前日までの問）から変更がなされているので注意が必要です。

，投票場所
　　各市区町村に1箇所以上設けられる「期日前投票所」です。（本町では、東郷町役場内に設置される予定です。）

こ投票時間
　　従来の不在者投票と同じく、午前8時30分から午後8時までとなります。
　－

I挙権確認の時期
　　選挙権の有無は、期日前投票を行う日に認定され、これにより選挙期日前であっても投票用紙を直接投票箱に入れ

　ることが可能となるものです。したがって、期日前投票を行った後に、他市町村へ移転、死亡等の事由が発生して選

　挙権を失ったとしても、有効な投票として取り扱われることとなります。

従来の不在者投票は一切なくなるのてすか
　　名簿登録地の市区町村の選挙管理委員会における不在者投票は、原則として期日前投票に移行するので、従来

　の不在者投票はなくなりますが、名簿登録地の市区町村以外の市区町村の選挙管理委員会や病院、老人ホーム等

　における不在者投票については従来どおり行われることになります。
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投票管理者が投票箱へ

　　　　　　吟

従来の不在者投票

三融1

不在者投票管理者
へ提出し、外封筒に
　立会人が署名

置

㎜不在奢痩票
桝射膚）

　投票者

　推
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投票管理者が
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　ものを開封
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　記載場所にて
投票用紙への記載

期日前投票
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期日前投票所にて投票用紙への記載
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今
月
は
羽
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。
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今
月
は
羽
坂
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福
永
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さ
ん
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中
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伺
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　　　　　　　ロ⑨蝦ン弓こ“り

　東郷町国民健康保険の疾病状況（1月当たりの受診件数・費用額）を、多い疾病順に5位

まで下のグラフに表しました。

受診件数
一

（件）

600

　／〆

^

514

500

選

400
二占

300

Q00

100 鷹　・　錘　　覆
0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；設

l決ｳ　　　糖尿病　　その他の歯　　　白内障　　その他の眼

〔参考：その他の疾患の主な疾患例〕

（万円）

700

600

500

400

300

200

100

　0

費弔顎

高血圧　　統合失調症　　腎不全　　その他の心　　脳梗塞

疾病分類名 主な疾患

その他の歯の障害 歯石、歯髄炎、顎関節障害

その他の眼の疾患 緑内障、角膜炎、涙腺炎、ものもらい

その他の心疾患 僧帽弁狭窄症、大動脈弁閉鎖不全症、心不全

※グラフの受診件数や費用額は、

5月分（13年・14年の5月・ll

月、15年5月）の月平均です。

　「高血圧性疾患」は、他の疾患に比べ受診件数がもっとも多く、高医療費の疾患となってい

ます。

●「高血圧性疾患」の東郷町と県平均との比較

（％）

高血年の受辞　　　　　　　　　　　＋東郷町

｛県平均25

20

「
ひ
　
　
　
　
h
U
　
　
　
　
「
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0

13年5月　　　　14年5月　　　　15年5月

　受診率は、県平均よりも高く、年々増加しています。1人当たり費用額は、3月を平均

すると、被保険者1人当たり1月に約2，700円かかっており、県平均よりも約570円高い状

況です。

　高血圧性疾患は、東郷町の医療費を押し上げている大きな要因のひとつと言えるでしょう。

　そこで、これからシリーズで「高血圧性疾患」に関することを掲載していきますので、町民

一人一人が理解を深め、疾患を予防・コントロールしていきましょうね。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

3薬Q＆A峙集

　　　　　　ロ堀8こハり⑧

　Qお薬はとうして薬局で受け取るようになったのてすち、

　お薬の受け渡しは、現在病院に受診しお薬が必要な時は、ほとんどが院外の保健薬局（町内には、

くるみ薬局、原田薬局）で受け取るようになっています。ただ、時間外の時は医療機関で受け取りま

す。これは医療機関でお薬を調剤すると、どうしても患者さんの待ち時間が長くなるので待ち時間

を解消するためと、お薬について保健薬局で薬剤師の方ができるだけ詳しく説明するために行わ

れている制度です。

Q，お薬を受け取るときに注意することはありますか

　まず、医療機関でお薬が必要と言われた時は、診察した医師にその効果、服薬方法、副作用に

ついて説明を受けるように、またその説明を良く理解し服用するように心がけてください。次に、保

健薬局でお薬を受け取る時、薬の種類、服薬方法について説明があります。このときもわからない

事があれば、薬剤師の方に尋ねてください。また、保健薬局で薬の種類、服薬方法についての説明

書が渡され、お薬手帳に添付されます。他の医療機関に受診するときや旅行するときはお薬手帳
を持参するよう心がけましょう。
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　前期集団検診で実施した大腸がんと基本健診の結果説明会を下記のとおり行いますの
て、都合の良い会場にこ来場ください。

　　　　　　　　　　　　　　平成16年度検診結果説明会日程表

期　日 場　所 大腸がん 基本健診
福瀬公民館 9：00～9：40 9＝40～11：30

5月18日（火）
庭田公民館 13＝00～13：40 13140～15：00

山ノロ集落センター 14：30～15：10 15：10～16：30

やすらぎ館 19：00～19140 19：40～20130

やすらぎ館 9：00～9：40 9：40～11：30

5月19日（水）
鶴野内コミュニティセンター 13：00～13：40 13：40～15：30

八重原地区高齢者プラザ 15：00～15：40 15；40～16：30

東上コミュニティセンター 19：00～19；40 19：40～20：30

迫野内地区多目的集会施設 9：00～9：40 9：40～11：30

5月20日（木）
羽坂地区生活改善センター 13：00～13：40 13：40～15：00

田野地区集落センター 14：30～15：10 15：10～16＝30

鶴野内道の駅「さくら館」 19：00～20：00

越表地区生活改善センター 9：00～9＝40 9＝40～10：40

5月21日（金） 下渡川集会施設 10：20～11：00 11；00～11：30

坪谷地区多目的研修施設 13：00～13：40 13：40～15：30

仲深地区集落センター 15：00～15：40 15：40～16：40

●胃がん・子宮がん・乳がん検診は郵送にて個別に結果をお知らせします。

●結核検診は、精密者のみに結果をお知らせします。

5月の行事予定表 1人当たり医療費
期日　　　　場　　　所　　　　受付時間 （平成15年3月～平成15年11月）　単位：円

育児サークル（ちびちびCLUB）
東　郷　町

市町村平均ll日（火）

25日（火） やすらぎ館 10：00～12：00 　　　　　iP人当たり医療費：順位

リハビリ教室 一　般
192，392…4　　　　1

156，751
6日（木）　シルバーセンター　10：00～10：10

饗し↓唱1建康言多型（生後4～11か月児）
退　職

3、9，867…6　　　　1

26日（水）　やすらぎ館　12：30～13：00
256，822

3歳児健康診査（3歳6～8か月児） 55・，92・…9
546，102

26日（水）　やすらぎ館　13：00～13：30
老　健

さくらんぼの会
｛

27日（木）　やすらぎ館　　10：00 合　計
324，・73i1 277，537

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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　人類の歴史をふりかえると、争いというものは数え切れないほどあげられます。差別や国益、

自己の自由のためなど人々は様々な理由により戦争をしてきました。私は人類の争いについ

て、犠牲者や弱者の立場から考えてみたいと思います。

　国際交流員として小学校で行っている活動の中に「質問タイム」というものがあります。

去年、アメリカとイラクの戦争が始まった時期に、福瀬小学校の児童から「アメリカとイ

ラクはなぜ仲が悪いのですか？」という質問を受けました。私はアメリカ人ですが、その
答えはわかりません。なぜ戦争が起こったのかについては答えられるでしょう。ところが、　「　　　．．臣

その小学生の質問で戦争の最も大きな原因は「仲が悪い」という言葉に限られると改めて実　　　　　．轟蘂

感しました。イラク戦争などは様々な理由付けがされていますが、それらは「仲が悪い」とい　　　照

う簡単な理由を隠しているようにも思えてきました。そう考えると戦争で亡くなった人々や苦しむ子供たちのこ

とが、よりやりきれなく感じました。

　かつて湾岸戦争の際にアメリカが「劣化ウラン弾」という武器を使用しました。これは後々イラクの国内に放

射能汚染をもたらすことになったのです。劣化ウラン弾の使用後、イラク国内には癌や白血病に侵される子供が

急増しました。経済制裁により医薬品が足りなかったこともあり早々に亡くなった子も多かったようです。現在

でも多くの子供がそのような病気で苦しんでいるのです。戦争によりこのような結果が生じたことは非常に悲し

い事ですし、同じ地で戦争が再び起こったことは大きな悲劇です。

　私自信、戦争を体験したことはありませんが、来日してから第二次世界大戦について深く考えさせられる機会

が二回ほどありました。

　一つは留学時代に広島を訪れた時のことです。原爆ドームを見学している際に、一人目老人から「あなたの国
がこんなことをやったんだよ」と言われました。はっきり言って私は原爆とは何の関係もないと思っていました。

しかし、かつてアメリカという国家が行ったことで、後々　人のアメリカ人としてどれほどの責任を持たされて

しまうのかということで非常に悲しい気持ちになりました。戦争は何十年先までも人々の間に溝をつくってしま

うのです。

　もう一つの経験は二週間前のことです。私は鹿児島県の知覧特攻平和会館を訪れました。そこは特攻隊として

命を国に捧げた若・者たちの祈念館となっています。その中で見学していた人達はアメリカ人に対してというより

も、かつての日本の国家に怒りを持っているように感じました。亡くなった若者の命、人生よりも国家を大切に

したがっての日本政府が、今のアメリカ政府に重ね合わせるように見えました。

　イラク戦争はしなければならない戦争ではなかったと思いますし、国家の方針で戦争に行っているアメリカの

兵隊は本当に誇りを持っているのでしょうか。私はその兵力をもっと別なはっきりとした平和のために使ってほ

しいと感じます。

　これまで戦争について述べてきましたが、国家などの大きい部分よりも、　人　人の在り方に重点をおいてほ

しいものです。私たち人類はこれまで多くの戦争を経験してきました。これからは同じ歴史を繰り返すだけでな　○

く．過去の悲劇から学び．より良い世界を築き上げていかなければなりません。　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧

　　　雫吻嚢瞬廉勾¢陰茎懸垂野鼠轟予防直射1ξ？皇いで
　犬の登録（生涯1回）と狂犬病の予防注射（毎年1度）必ず受けるようになっています。愛犬を養っている方

は都合の良い会場で登録及び予防注射を受けるようにしてください。

　　●対象　生後91日（3ヵ月）以上の犬

　　●料金　登録手数料　3，000円（既に登録されている犬は不要です。）

　　　　　注射手数料　3，000円
　　●日程

　
坪
谷
駐
在
所

　
　
巡
査
部
長
佐
藤
康
広

　
今
度
、
3
月
1
日
か
ら
坪
谷

駐
在
所
に
赴
任
し
た
佐
藤
康
広

と
申
し
ま
す
。

　
前
任
地
は
延
岡
署
で
今
回
初

め
て
の
県
内
異
動
で
来
ま
し
た
。

　
坪
谷
は
、
若
山
牧
水
が
愛
し

た
と
お
り
豊
か
な
山
、
き
れ
い

な
川
と
自
然
あ
ふ
れ
る
情
緒
豊

か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
赴
任
早
々

実
感
し
て
い
ま
す
。

　
前
任
者
同
様
皆
さ
ん
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
坪
谷
・
美
々
津
の
各
駐
在
所
に
、

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で

新
任
所
長
を
紹
介
し
ま
す
。

駐
在
所

だ
よ
り

♂む

日 地区 場　　　　所 時　　間 期日 地区 場　　　　所 時　　間

鳥川地区生活改善センター 9：15～9：25 羽坂畜産センター 9：00～9：15

福瀬
広瀬地区生活改善センター 9：35～9：45

羽坂 黒木千種氏画面 9：25～9：40

日　田　種卸会所 9：55～10：15 羽坂地区生活改善センター 9：50～10：05

鵜戸木立会所
10：25～10：40 日　ヶ　道　バ　ス　停 10：15～10：30

長　崎　集　会　所 10：50～11：00 田野コミュニティセンター 10：40～10：55

5
月
1
1
日
　
（
火
）

（旧）農協寺迫支所 11：15～11：30

5
月
1
3
日
出

田　野 田野地区集落センター 11：05～11：20

落　鹿　集　会　所 11：40～11：55

稲葉野集会所
11：30～11：45

寺迫 寺　迫　集　会　所 13：00～13：15 卸　児　バ　ス　停 13：00～13：15

中　尾　集　会　所 13：25～13：40 仲深地区集落センター 13：25～13：40

吉牟田コミュニティセンター 13：50～14：05 仲深 酒井省二氏取前 13：50～14：05

庭　田　公　民　館 14：15～14：35 深谷　消　漆器庫 14：15～14：30

福　瀬　公　民　館 9：00～9：25 仲　瀬　神　社　前 14：40～15：00

福田 中野原営農研修センター 9：30～10：00 那須勝實氏包虫 9：00～9：20

小野田第二公民館 10：05～10：20

寺原勝氏宅前
9：30～9：50

小野田
小　野　田　公　民館 10：25～10：40 矢野浩芳三宅前 10：00～10：15

鶴野内コミュニティセンター 10：50～11：05 坪谷
矢野徳男氏豊前 10：25～10：40

5
月
1
2
日
　
（
水
）

鶴野内 大工野集落センター 11：15～11：30 （旧）那須郁雄自宅前 10：50～11：05

かんなび駐車場 11：40～11：55

5
月
1
4
日
§

赤井笠消防器庫 11：15～11：35

八重原 八重原地区高齢者プラザ 13：00～13：15 児　洗　集　会　所 13：00～13：15

迫野内農村公園 13：25～13：40 越表 越表地区生活改善センター 13：25～13：40

迫野内地区多目的研修施設 13：50～14：05 中　水流集会所 13：50～14：05

迫野内
池　野　バ　ス　停 14：15～14：30 下測ll 下渡川屋根付運動広場 14：25～14：40

三浦重氏毒血
14：40～14：55

※上記の期間中に済ませることのできない方は、住民課環境係（容69－3902）までご連絡ください。

　　ペットを養うには、かわいいだけではダメです。飼い主の責任が必要です。周囲に迷惑をかけない最低限の

　しつけをしましよう。

　
美
々
津
駐
在
所

　
　
巡
査
部
長
横
山
直
年

　
私
は
、
本
年
3
月
1
日
付
の
定

期
異
動
で
美
々
津
駐
在
所
勤
務
を

命
じ
ら
れ
た
横
山
で
す
。

　
出
身
は
西
都
市
で
す
が
、
日
向

警
察
署
勤
務
は
二
度
目
で
通
算
十

六
年
半
勤
務
し
て
お
り
、
こ
こ
に

転
勤
に
な
る
前
は
塩
見
駐
在
所
に

五
年
間
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
日
向
が
第
二
の
故
郷
と

な
り
、
管
内
の
地
理
地
形
は
よ
く

分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、

多
々
至
ら
な
い
点
が
あ
り
、
皆
様

に
ご
迷
惑
や
ご
心
配
を
お
か
け
す

る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
様
よ
く
ご
存
知
の
よ

う
に
駐
在
所
は
一
人
勤
務
で
す
の

で
、
私
一
人
の
力
で
は
色
々
と
及

ば
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
「
み

ん
な
が
安
心
し
て
、
安
全
に
暮
ら

せ
る
美
々
津
地
区
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の

で
、
前
任
者
の
末
永
貴
大
部
長
と

同
様
に
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

．
9
4

き
匪
匿
匿
霧
琴
葭
量
．

　
先
日
、
最
初
の
対
象
者
と
な

ら
れ
た
鶴
野
内
大
工
野
の
小
川

幸
信
さ
ん
に
お
祝
い
金
が
支
給

さ
れ
ま
し
た
。

　
小
川
さ
ん
は
、
4
月
5
日
に
「
ひ

な
た
ち
ゃ
ん
」
が
誕
生
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
4
月
1
日
か
ら
「
東
郷
町
誕

生
祝
金
支
給
条
例
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

（
支
給
対
象
者
）

　
東
郷
町
に
住
所
を
有
す
る
者

が
子
を
出
生
し
、
か
つ
、
支
給

対
象
児
が
東
郷
町
に
住
所
を
有

す
る
も
の
。

（
祝
金
の
額
）

支
給
対
象
児
↓
人
に
つ
き
5
万
円

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉 ★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係693901まで〉
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嚢
　
　
　
彊
ま
り

．
窓
囎
、
3
1
7
1

5
児
の
璽
渇
翻
奮

ビ
デ
オ
上
映
会

☆
8
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
一
寸
法
師
」
　
「
火
男
」

「
カ
チ
カ
チ
山
」

「
大
沼
池
の
黒
竜
」

☆
2
2
日
（
士
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
金
太
郎
」
　
「
宝
の
下
駄
」

「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」

「
馬
方
と
タ
ヌ
キ
」

さ
く
ら
館
の
休
館
日

3
日
・
4
日
・
5
日
・
1
0
日
・

11

冝
E
1
2
日
・
1
7
日
・
2
4
日
・

31
※
1
1
日
・
1
2
日
は
蔵
書
点
検

　
の
為
、
休
館
と
し
ま
す

寺
迫
文
庫
の
お
知
ら
せ

　
今
年
か
ら
、
寺
迫
幼
稚
園
に
設

置
し
て
い
る
さ
く
ら
館
文
庫
の
入

替
え
を
奇
数
月
の
第
2
木
曜
日
に

行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
図
書
、
一
般

図
書
あ
わ
せ
て
3
5
0
冊
の
文
庫

が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
下

さ
い
。

一
般
図
書

冨

口

・
ジ
ェ
シ
カ
が
駆
け
抜
け
た
七

年
間
に
つ
い
て
　
　
　
歌
野
晶
午

　
過
酷
な
女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
。

一
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
挫
折
し
て
命

を
絶
っ
た
。
そ
れ
か
ら
七
年
。
な
に

か
に
導
か
れ
る
よ
う
に
ジ
ェ
シ
カ

は
や
っ
て
来
た
。
恨
み
を
残
し
て

死
ん
だ
彼
女
の
た
め
に
し
て
や
れ

る
こ
と
と
い
え
ば
、
も
う
こ
れ
し
か

な
い
の
だ
…
。

・
夜
の
電
話
の
あ
な
た
の
声
は

　
　
　
　
　
　
　
藤
堂
志
津
子

　
女
、
3
0
代
。
独
り
気
ま
ま
さ
が

好
き
だ
っ
た
。
し
か
し
突
然
、
男
か

ら
別
れ
を
告
げ
ら
れ
て
。
驚
き
、

嘆
き
、
怒
り
、
自
信
喪
失
。
な
ぜ
こ

ん
な
寄
る
辺
り
の
な
い
気
持
ち
に

な
る
の
か
。
私
は
何
を
失
く
し
た

の
だ
ろ
う
。
別
離
の
あ
と
の
心
模

様
全
3
編
。

・
代
行
返
上
　
　
　
　
幸
田
三
音

　
い
ま
日
本
が
抱
え
る
年
金
問
題

の
不
透
明
な
実
体
を
、
厚
労
省
、

企
業
、
↓
個
人
の
視
点
か
ら
多
角

的
に
あ
ぶ
り
出
し
た
問
題
作
。
や

が
て
訪
れ
る
あ
な
た
の
老
後
は
は

た
し
て
ど
う
な
る
？
　
『
文
芸
ポ

ス
ト
』
連
載
に
加
筆
し
て
単
行
本
化
。

・
卒
業
　
　
　
　
　
重
松
　
清

　
あ
る
日
突
然
「
僕
」
を
訪
ね
て
き

た
の
は
、
自
殺
し
た
親
友
の
ひ
と

り
娘
だ
っ
た
。
少
女
の
手
首
に
は

リ
ス
ト
カ
ッ
ト
の
傷
跡
が
…
。
表

題
作
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
卒
業
」

に
臨
む
4
組
の
家
族
の
物
語
。
『
小

説
新
潮
』
掲
載
に
加
筆
し
て
単
行

本
化
。

・
見
え
な
い
ド
ア
と
鶴
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
一
文

　
す
べ
て
は
男
女
の
際
ど
い
三
角

関
係
か
ら
始
ま
っ
た
…
。
普
段
は

見
え
な
い
世
界
、
普
通
の
人
は
一

生
眠
ら
せ
た
ま
ま
終
わ
ら
せ
る
能

力
を
、
荒
唐
無
稽
な
オ
カ
ル
テ
ィ

ズ
ム
を
越
え
て
リ
ア
リ
テ
ィ
曲
豆
か

に
描
く
。
こ
の
世
の
「
仕
組
み
」
に

挑
む
書
き
下
ろ
し
。

そ
の
他

・
香
卵
記
中
巻
　
宮
城
谷
昌
光

・
虹
の
生
涯
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
森
村
誠
一

・
司
書
教
諭
1
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
浅
井
稔
子

・
た
っ
た
ひ
と
つ
の
た
か
ら
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
浩
美

・
中
原
中
也
　
　
　
　
中
原
中
也

・
ふ
た
り
ジ
ャ
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
テ
リ
ー
・
ビ
ツ
ス
ン

児
童
図
書

・
イ
ラ
ス
ト
で
学
べ
る
著
作
権
1

著
作
権
情
報
セ
ン
タ
ー

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

　
新
聞
を
コ
ピ
ー
し
て
配
っ
て

も
い
い
？
　
学
校
で
描
い
た
作

文
や
絵
に
も
著
作
権
は
あ
る
の
？

　
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
ふ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
注
目

さ
れ
る
著
作
権
の
重
要
性
。
子

ど
も
た
ち
に
身
近
な
著
作
権
の

問
題
を
、
楽
し
い
マ
ン
ガ
と
Q

＆
A
で
解
説
し
ま
す
。

そ
の
他

・
土
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
栗
田
宏
一

（
小
学
校
上
学
年
対
象
）

・
に
ん
タ
マ
三
人
ぐ
み
の
こ
れ

ぞ
に
ん
じ
ゃ
の
大
運
動
会
だ
！
？

・
忍
た
ま
乱
太
郎
　
サ
ラ
サ
ラ

ヘ
ア
に
な
り
た
～
い
！
の
段

　
　
　
　
　
　
　
尼
子
騒
兵
衛

（
小
学
校
初
学
年
対
象
）

・
お
ば
け
さ
ん
と
の
や
く
そ
く

　
　
　
　
　
　
　
上
田
真
而
子

（
小
学
校
初
学
年
対
象
）

・
今
野
つ
ね
　
い
わ
む
ら
か
ず
お

（
小
学
校
初
・
中
学
年
対
象
）

え
ほ
ん

・
か
ぜ
ひ
い
ち
ゃ
っ
た
日

　
　
　
　
　
　
キ
ム
・
ド
ン
ス

　
オ
ン
マ
（
お
母
さ
ん
）
が
買

っ
て
く
れ
た
新
し
い
ダ
ウ
ン
か

ら
羽
が
1
枚
飛
び
だ
し
て
い
た
。

目
を
覚
ま
す
と
「
わ
た
し
」
の

前
に
羽
の
な
い
ア
ヒ
ル
が
た
く

さ
ん
集
ま
っ
て
い
て
…
。
韓
国

の
ポ
リ
ム
創
作
絵
本
公
募
展
優

秀
賞
受
賞
作
。
ハ
ン
グ
ル
併
記
。

・
こ
げ
ば
ん
の
お
は
な
み

　
　
　
　
　
　
た
か
は
し
み
き

　
何
事
も
な
げ
や
り
で
後
ろ
向
き
、

あ
き
ら
め
も
早
い
こ
げ
た
ア
ン

パ
ン
の
「
こ
げ
ば
ん
」
と
仲
間

た
ち
を
描
く
第
2
弾
。
き
ょ
う

は
み
ん
な
で
、
お
花
見
に
行
く
日
。

器
用
で
も
の
し
り
な
、
こ
げ
ク

リ
ー
ム
ば
ん
に
支
度
を
手
伝
っ

て
も
ら
い
ま
す
が
…
。

そ
の
他

・
う
き
う
き
し
た
ら

　
　
　
　
　
ジ
エ
ズ
・
オ
ー
ル
バ
ラ

・
こ
ん
に
ち
は
、
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ

　
　
　
　
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
ニ
イ
マ
ン

・
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
た
い

　
く
つ
な
い
ち
に
ち

　
　
　
　
ゲ
オ
ル
グ
・
ハ
レ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン

・
ち
い
さ
な
き
の
ね
が
い

　
　
　
　
　
　
エ
リ
ッ
ク
・
バ
テ
ユ

・
お
ふ
ろ
　
　
　
さ
さ
き
ょ
う
こ

・
ノ
ン
タ
ン
い
た
い
の
と
ん
で

　
け
～
☆

　
　
　
　
　
　
　
キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ

・
ま
ね
っ
こ
お
て
ん
き

　
　
　
　
　
　
せ
べ
ま
さ
ゆ
き

・
竜
　
　
　
　
　
　
田
島
征
三

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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受
講
生
の
募
集

・
《
ー

ハ、
、

亀
う

ど〃　
⑲

延
岡
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
電
話
0
9
8
2
1
3
7
1
7
7

∩
6
8

宮
崎
県
立

西
都
原
考
古
博
物
館
開
館

【
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
教
室
】

～
あ
な
た
を
癒
し
て
く
れ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
エ
ア
ー
フ
レ
ッ
シ
ュ
ナ

ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
～

講
師
：
清
田
文
子
氏
（
ア
ロ

マ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

日
時
：
5
月
2
1
日
（
金
）
午
後

1
時
3
0
分
か
ら
午
後
3
時
ま
で

定
　
員
：
2
0
名
（
申
し
込
み
順
）

受
講
料
：
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費

込
み
）

申
込
締
め
切
り
：
5
月
1
4
日
（
金
）

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
】

～
あ
な
た
の
手
で
花
と
緑
を
ス
テ

キ
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
～

講
師
：
西
府
信
博
氏
（
（
有
）

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
東
海
）

日
時
：
5
月
2
6
日
（
水
）
午

前
1
0
時
か
ら
1
2
時
ま
で

定
員
：
2
0
名
（
申
し
込
み
順
）

受
講
料
：
2
、
3
0
0
円
（
材
料
費

込
み
）

申
込
締
め
切
り
：
5
月
1
9
日
（
水
）

会
場
・
申
し
込
み
先
・
問
合
せ
先

延
岡
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

行

政

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の

お
知
ら
せ

相

談

　
宮
崎
県
が
西
都
市
に
建
設
を

進
め
て
き
た
「
宮
崎
県
立
西
都

原
考
古
博
物
館
」
が
4
月
1
7
日
（
土
）

に
開
館
い
た
し
ま
し
た
。

般

寄

付

　
住
宅
金
融
公
庫
が
個
人
向
け

融
資
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

第
1
回
申
込
受
付
期
間
：
平
成

15

N
4
月
2
1
日
（
水
）
～
平
成
1
7

年
3
月
3
1
日
（
木
）

融
資
（
基
準
）
金
利
　
2
・
6

％
（
平
成
1
6
年
4
月
1
日
現
在
）

申
込
受
付
場
所
：
住
宅
建
設
、

購
入
（
予
定
）
場
所
近
く
の
「
住

宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」
と

表
示
の
さ
れ
た
金
融
機
関

借
入
申
込
書
の
頒
布
：
「
住
宅
金

融
公
庫
業
務
取
扱
店
」
及
び
公

庫
支
店

　
平
日
の
ご
相
談
に
加
え
、
毎

月
第
1
・
第
3
日
曜
日
に
お
電

話
で
の
相
談
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

お
問
合
せ
先
：
住
宅
金
融
公
庫
．

南
九
州
支
店
（
電
話
0
9
6
1

3
8
7
　
2
0
0
0
）

（
平
日
9
：
0
0
～
1
7
：
0
0
、
第
1
・

第
3
日
曜
日
9
：
0
0
～
1
7
：
0
0
）

○
開
館
時
間
：
基
準
開
館
時
間

午
前
1
0
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

（
展
示
室
入
室
時
間
　
～
午
後

5
時
3
0
分
ま
で
）

　
ホ
ー
ル
開
館
時
間
　
午
前
1
0

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

○
休
館
日
：
月
曜
日
（
国
民
の

休
日
と
重
な
る
と
き
は
、
翌
日
）

12

獅
Q
8
日
か
ら
翌
年
1
月
4
日

ま
で
・
休
日
の
翌
日
（
土
曜
日
、

日
曜
日
又
は
休
日
に
当
た
る
と

き
を
除
く
）

○
入
館
料
：
無
料

○
電
話
：
0
9
8
3
－
4
1
1
0

0
4
1

▼
日
時
　
5
月
1
9
日
（
水
）

▼
場
所
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

▼
行
政
相
談
員
　
岩
見
次
夫
氏

※
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

春
の
行
政
相
談
週
間

●
5
月
1
7
日
～
2
3
日

番
詣

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
（
4
月
9
日
ま
で
に
受

付
し
た
分
）

◎
大
阪
の
高
山
弘
康
さ
ん
よ
り

（
モ
ヨ
さ
ん
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
森
田
隆
雄
さ
ん
よ
り

（
義
則
さ
ん
逝
去
）

◎
福
瀬
の
小
林
喜
久
子
さ
ん
よ
り

（
幸
雄
さ
ん
逝
去
）

◎
日
向
市
の
橋
口
勝
さ
ん
よ
り

（
薫
さ
ん
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
寺
田
義
則
さ
ん
よ
り

（
フ
ユ
子
さ
ん
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
寺
田
ミ
ツ
ル
さ
ん
よ
り

（
功
さ
ん
逝
去
）

◎
仲
深
の
山
口
岩
美
さ
ん
よ
り

（
ス
エ
ノ
さ
ん
逝
去
）

◎
仲
深
の
田
口
日
出
三
さ
ん
よ
り

（
英
子
さ
ん
逝
去
）

　
坪
谷
の
三
浦
功
さ
ん
よ
り
快

気
祝
い
と
し
て
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
一
般
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
．
＝

●

　
　
（
3
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

吉さ

cだ

ｹ禁

﨟E

山婁

ｰ圭

ﾁ・

蝓|

川倉

O更

ｹを

H・

赤
ち
詑
の
氏
名

和
博

弘
樹

康
幸

保
護
者

鶴
野
内

下
渡
川

鶴
野
内

住
所

結
婚
お
幸
せ
に

春
木
賢

平
野
亮
、

住
所

上
野
内

福
瀬

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

矢 寺 森 高 寺 橋
氏

野
田 田 山 田 口

ク
　
ラ

フ
ユ
子

義
則

モ
1
ヨ
助
1

忠
榮

名

96 81 89 94 64 76 年

歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

鶴 鶴 小 小 鶴 寺 住
野 野 野 野 野
内 内 出 田 内 迫 所
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　　　　　　雌聾弓ご’，⑭

議
1⑲穏⑭、

輪

灘

嚇難◎

6奪寺迫幼稚園σ

』、●φ
奪

鼠
卿

　
　
　
．
．

▲「どうだんごつくったよ」

寺迫一山ノロ
　　　みお　か
黒木濡香さん（4歳）

父　法安さん

母　重理香さん

○好きな食べ物は何ですか？

　おにぎり

○好きな遊びは何で
　すか？

　どうだんごづくり

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　セーラームーン

’
轄
　

　
　
、

寺迫区庭田
　　みず　き
黒木瑞希さん（5歳）

父　啓一さん
母　直美さん

○好きな食べ物は何ですか？

　なっとうごはん

○好きな遊びは何ですか？

　積木あそび

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　パン屋さん

、
摩

羅
鴫

、
町

、
》
　
　
’
．
〆

ン
　
惑
噂

1

耽、

ﾖ
／
ξ

　　ロ●　“．．

　　　　㍉・　　ガ

噂ρ騨
　　　　▲「おはなやさん」

角質賞賞関賞賞眞質

翻◎誘籐
賞囲賞翼頁賞賞賞賞

　町内小学校に
　　　　写真を寄贈

　本町鶴野内出身で、現在大
阪在住の瀬戸賢一郎（52歳）

さんが、今回、写真家長島義

日月氏が撮影した「平和だった

ころのアフガニスタン」の写

真5点を町内の各小学校に寄

贈いただきました。

　瀬戸さんは、元プロ野球選

手を招いて、本町スポーツ少

年団等を対象に野球教室を開

くなど、本町児童生徒の育成

にお力添えをいただいている

方でもあります。

毫

馳
し

藁

；軽　　　　　　　　　　　　　　　　　ず
1監

賢　　　　　　　　謡
郎　　　　　　　　　　　　し
梼ミ　　　　　　　　　　　　萌鼻4飾

福瀬小学校に贈られた写真

・
ゑ
紙
牧
水
の
う
た
の
」
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
欣
一

　
　
い
た
ど
け

　
　
虎
杖
の
わ
か
き
を
ひ
と
夜
駆
つ
け
て

　
　
あ
く
る
朝
食
う
熱
き
飯
に
そ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
く
ろ
土
）

　
こ
の
歌
は
、
「
わ
が
宿
れ
る
寺
に
は
孝
太
と
よ
ぶ
老
い
し
寺
男
ひ
と
り

の
み
に
て
住
持
と
て
も
居
ら
ず
」
と
詞
書
き
さ
れ
た
歌
六
首
の
一
つ
で
、

第
十
三
歌
集
『
く
ろ
土
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
大
正
七
年
五
月
、
牧
水
は
浜
松
で
の
歌
会
に
出
席
し
た
後
、
文
芸
雑

誌
の
歌
壇
の
選
を
静
か
な
僧
房
で
す
る
こ
と
を
心
し
て
比
叡
山
に
登

り
、
山
上
の
西
塔
の
古
寺
・
本
二
院
に
泊
ま
っ
た
。
寺
は
う
っ
そ
う
と
し

た
暗
い
木
立
に
囲
ま
れ
て
建
っ
て
お
り
、
外
観
は
い
か
に
も
壮
大
で
あ

る
が
内
に
入
っ
て
み
る
と
相
当
に
荒
れ
て
い
る
。
一
人
住
ま
い
の
寺
男
と

一
緒
に
食
事
を
と
り
、
晩
酌
も
し
た
。
寺
男
は
中
々
の
酒
好
き
で
、
牧
水

が
差
す
杯
を
拝
む
よ
う
に
し
て
飲
ん
だ
。

そ
の
夜
の
晩
酌
は
二
人
で
四
合
瓶
二
本
を
か
ら
に
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
雨
戸
の
外
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
幾
種
類
も
の
鳥
の
声
に
起
こ
さ
れ
、

山
の
清
水
で
顔
を
洗
っ
て
い
る
と
寺
男
が
帰
っ
て
き
た
。
手
に
堤
げ
た

籠
を
見
る
と
青
々
と
し
た
自
生
の
独
活
（
う
ど
）
と
筍
が
入
っ
て
い
た
。

毎
晩
の
寺
男
と
の
晩
酌
が
実
に
楽
し
か
っ
た
。
酒
は
、
毎
日
寺
男
が
六

キ
ロ
余
り
の
坂
道
を
上
下
し
て
麓
の
酒
屋
か
ら
と
っ
て
き
た
。
牧
水
は

そ
の
間
、
選
歌
と
原
稿
書
き
の
仕
事
を
し
た
が
、
寂
し
く
な
る
と
漢
間
に

降
り
て
イ
タ
ド
リ
を
採
っ
た
り
独
活
を
掘
っ
た
り
し
て
帰
り
を
待
っ
た
。

　
牧
水
は
五
月
十
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
、
こ
の
寺
に
滞
在
す
る

が
、
そ
の
時
に
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
次
の

歌
も
同
じ
詞
書
き
の
中
の
作
品
で

あ
る
。
「
酒
買
い
に
爺
を
や
り
お

き
裏
山
に
山
椒
つ
み
お
れ
ば
独

活
を
見
つ
け
た
り
」

（
塩
月
眞
著
「
牧
水
の
風
景
」
よ
り
）

＊
お
詫
び
と
訂
正

先
月
号
表
紙
の
牧
水
の
歌
が
「
水
の
音
に
…
…
松
に
混
じ
れ
る
…
…
」
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
「
水
の
音
に
…
…
松
に
ま
じ
れ
る
…
…
」
の
誤
り
で
し
た
。
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